
| 巴日開における自己評価問 | 
0事業所名 児話発達支援センタあんず(児童発達宣援)

O僅護者E判面聖施期間
令事日7年2月5日 ~ 令春日7年2月28日

C保護者評価有効届苔数
(対象者数) 34 31 

O従業者E刺面実施期間
令犯7年2月5日 ~ 令和7年2月28日

0従業者E判面有効回吾数
(封象者数)

0事業者向付自己Z朝面表作成日
令春日7年3月25日

O分析結果

事業所の強み(※)だと思われること

誤認より強化 ・ 1él穫を図~ことが周倍されること
工夫していることや憲識的に行っている取組等 さらに充実を図るための血組等

ことができ何事ちー 、保護者とのコミュ二ケーションをより

ー親子過固による、保蟻者を交えた支鍍.

。幼花園保育所との併用利用!とより あんずと家庭と幼花園卜幼稚園保育所の先生方との闘の見える聞係作り.

3 I 支援プログラムが億立していること

事業所の弱み(※)だと思われること

※司区議所の臨圃や世醤が必要だと~つれること

人材不足{入手不!E)

1 

-話し合つ時聞が限られていること

z 

聡員研修の充実

3 

幼松園保育所の先生方向け匂〉研修会の開催

保強者向けの支揖白磁日R・(Iあんずの芳j)にて 個々| 今後ち、マニユアJW>リニューアルを璽ねえよがら、組固に
し支j震の意義や活動の意味付けを、 職員も保護者も学

にしている.

事業所として考えている課題の要因等 改醤に向吋て必要な取組や工夫が必要怠点等

人材の健保育成が不十分. 適正な業務舵図の見直し.

-児童発達支掻センターとして求められている鑑務と、職員 ー人材砿保と育成の取り組みの見直し

数のバランスが取れていZよい，

-日々の支援の振り返りと‘ひとりひとりの子どもの姿、ご -話し合う時間や支援の準備の確保のための業務改善

家庭と話したことを整理し次につなげる作業の時聞が眠られ

ている.

.OJTを通じたスキルアップー 事第師向研修の2十回Mヒ

。研修の情報胎教と積極的は参加促迄 OJTの活用

外部研修への香参加促進



| 巴 己 問 者等からの事業問?集計惜 | 
|事肌|児重拙支援一品ず(由連盟}

公表自 民7年 3月 31日

季開児車数 34名 回収数 31

チェック項目 ほい l どいちえら瓜といち いい叉 わからない ご電鹿児 ご軍見を踏まえた対応

1 84% 13% O~令 3~も
lあで鯉すり.まがす2つ活お動りが { ーヲ 今後ち工夫していきま

す.

2る.

|足同りて怠期いによ週う 固有 刊

途中

i屋韓警で 1 

l “"日
"らい.ま吟白す.色一

lがもけはるの疲くれでた沼 ミ心{ー
環境

よろしくお願い

します.

2 42% 45% 6% 6~も

体制塁偏審

く五よってきてお

|めが、 常一つく:とl;t<:-~"，(~'ã::
少し心配です.

-大人散の目は少なく思う.

|ξE司胃能であれぱT一n柿ち子
主宰ZM， ごどもにわ力、りやすく構造化された環境になっ >~， Pさすンンし可フ環ル境でです子.情ども騒広伝ち'"はとてlいち分っかちいり

3 ますか. 事業所の臨備等'"‘陣膏特性に応じて‘バリアフリー化や 97% 。% O~も 3% 
してくださるので、助

|わっています.

リしているた
i荷潔で、心地よく過ご坦る環境にはっていると思いますか.

4 
また、こどち遣の活動に合わ世た空間とはっていると思いますか.

100% 0% 0% 0% ーさ

ヨて

90% 6% 3% 日%
. (メインの活

5 
|動ElUm?すー 筒理由はいスタンスが

~， 

百

ιい@刀 ーはどう ... 
6 
合っていると思います庁 .

90% 6% 日% 3% 

|ァl日 h晴、

品こEど*ちnの~こト7と・を十分理解し k
てもよく考えてく

7 児童発達支援計画(個別支揖計画)が作成されていると思 9701も 。% 3% 0% 
ださっていると思います.

いますか.

8 
、ヲ ミ撃がき支らと復どIちののIf安"優人lに支必媛要ji f家族f支S切ド盟ラにJイ逝ン!Rのfさ移れ行「児支量そ鍾発の達J上で支で慢示、の具す提室体 97% 00/0 0% 30/0 

!といラスタ

9 87% 6% 3010 3% 寸うルに仙感
白刷 、よ 'Q' ヲ 取り組み3うや事前事後

"'-. 今後留置していきますe

パリ工 、 繰り

10 
泊、

74% 19% 6% 0% ~，::>.r l a: <J・ 、フ

恵"cいきま，.

図福Y 田ア
" それぞれ併 併用

幼雅園署との交満'"、 D' 
先Tの3信過組ごlアし11 68% 13% 16% 3% 

Tした.

遍宮規桂‘支虚プログラム咽
12 

りましたか.
94% 30/0 0% 3% 

，，. 

13 「児量発達支撞計画』を示しながら‘支援内容の脱明がなされましたか. 97% 日% 。% 3% 

トトレ二
事館l一対l トレニン

81% 1001色 3% 60/0 方すこー4 14 

わ、.

15 
割問l '"、

100~色 O~色 00/0 。% り共有がしっ力、りできると思います.

。広又己'"いま . 

16 定期的に‘面鼠や子育てに関する勘重警の支援が行われていますか. 100% 0% 。% 日%



保 -先生が減ってきてしまっていて園近，;声を力、けやすい雰囲気を大切にしたいと.. lア 事員所め聴員力、ら共感的に宣埋をされていると患いますか. 94% 30，ら 日% 3% 忙しそうで亨， 思います.

者

へ ーそういった活動lotr.ょいと思いますが、 申し訳ありま世ん.個別面股l草、こちら

の 保理者同士の交況はお昼休み主主どに沢山 がらお声をかける内容と‘保贋者の方力、

説 父母の金の活動の支握や、保壇者会等の開催等により、保撞者同士の支流 話世る時聞があります.(耕且伴主主止め う声をかけていただく場合とありま亨

明
18 
の機会が股けられる拡ど、京脹への支躍がされているが.また、きょラだ

42% 42% 13% 3% いっち会える) が‘登園日以外でち常に才一ブンにして

等 い向けのイベントの開催専により屯きょうだい同士の交琉の揖会が位けら -あんずさんl孟個別直接とかつてないん います.機会が少位くはってしまってい

れるなど、きょうだいへの支置がされていますか. ですが干 るご京躍が左よいよう、今後留置していき

'たA・だしt 兄7 弟fのn訪7 問uがあった際は支;Ii!.ます.

こどもや憲族b、らの椙践や申入れについて、対応の体制が整備されている
ーいっち帰りの金の慌に保草者へ缶えて

とともに、ごどもや保謹蓄に対してそのような場がある己とについて周
くださいます. 司よ

19 
知ー担明され‘相援や申入れをした瞭"迅速がつ適切に対応されています

100% 。% 日% 。%

力、

-先生とはいっち会えるため‘話世るタ

20 
こどもや保謹書との意思の疎通や情報伝還のための配置がなされていると

97% 3% 日% 0% イミンクで話すことができます.
思いますか.

定期的に通信やホムr.:.-~・ 5N5寄で、活動視要や行事予定、連絡体制 -毎月あんずだより力市自布されていま 圃だよりや事異所評価、支援ゴログフム

21 専の情報や揖務に閲する自己評価ι帽県をこどもや保贋者に対して尭借さ 74% 6% 6% 13% す. 等、あんずのHPI;::包掲麗しておりますの

れていま91J'. で、ぜひご嘗照ください.

-先生方l草とてち個人情報の限り般いを 今後ち細心の注意を払っていきます.

22 個人情報の取組いに十分に留恵されていると思いますか. 94% 日% 0% 6% 守られていると思います.

事提所では屯事故防止マニュアル、緊急時対応マ三ユアル、防犯マ二ユY a 定期的に訓練が行われています. 定期的な置錨訓練へのご協力‘ありがと

23 ルー愚民症対応マニュ"]')レ警が策定されも保贋者に周知説明されていま 97% 日% 日% 3% うございます.

すが.また‘尭生を想定した1M棋が翼植さnていますか.

" -行われています， 定期的な遭蝉訓練へのご協力屯ありがと

常
24 

時

事誕所で，;.非常災置の発生lζ備え屯定期的に避難、救出その他必要は割"197%
練が行われていますb'.

日% 日% 3% うございま亨，

毒事

の
-教室やホルにほ危険足よちの(倒れて 今笹ち紙面等ち通じ周知していきたいと

25 
事損所より、己どちの安全在庫保するための計画について周知される等、

97% 日% 0% 3% きてしまうよう訟もの)など置いていな 思います.
ヌサ 安全の確保が十分に行われた上で支援が行ねれていると思いますか .

い淘咽常に安全だと恩われます，
応

ー以前韓員の方が倒れてしまった障にも その擦はご心配をお力、けしました，保護

26 
事，.著(怪我等を吉む.)が発主した際に、事異所白、5速やかな連絡や寧

90% 6% 00，も 3% Uつ力、り対応して下さいました. 蓄の方砲も冷静砿ご対応ありがとうござ
自が発生した障の状況等について説明がされτいると思いますか.

いました，

-いつもママと摘という安心感、ここ 子どち遣にとって、わ力、りや菅く、気持

27 ごどちl正安心感をちって適所していますが . 100% 0% 。% 。% は筆レい場所と分かっているので、デ〉 ちよく頑張れ、安心しτ過ご世るあんず
ションがあがっています. であるよう屯今撞ち堅めていきます.

-先生方がとてもやさしく接してくださ 『はいJ1:1100%にはるよう、ソフトの

るのでとてち楽しく通っています 。 熱くがんばります l

-親子で棄しく週所しております.毎回

先生方の霊情ぁ，忘れるご指導をいただき

まして、感謝の気持ちでいっぱいです.

宣車ある事誕所の中で‘あんずに通う事が

28 こどちは適所在楽しみにしていますか. 84% 6% 日% 10% できて‘本当に昆かったです.
滋

-嬉しそうにしている査がよく見うれま

足 す.(臆置が見えてくるとニコニコする)

度
-帰り道は「毎日来たいリと言っていま

す.

-家では楽しみにしているのl乙現地"

着くとしぶっている.

-とても満足です.ここ以上の唱所はあ ー活動の申"季節感をより持た世られる

るの力、?と思うくらいです.いつもあり ょう、今後工夫をしていきます.

がとうございます.

29 事蹟所の支置に措定していますか. 97% 。% 日% 3% -棄しんで過っているが、もうすごし季
節の行事とb、やってJJ!けるとより子棋は

棄しめそ，-，う~とE思a園、う
、Tい三E守ー



(別紙引

| ~~ 事新における自己評価結果 | 
L問名|兜量四四センタ吋(盟関燭

公表白令相"，'3月3!日

チェック項目 '"'、 いいえ 工夫している点 四題や改.すべき点

1 利用定員がJ!iI支煙室等のスペースとの関係で適切であるか. 71% 29% 

‘途口中司五職E員.，がL撮I，.1I，る品こととZより、保護者の方.
ー人材確保、人材育成を早急に進めていく.

-保揮者の方勾にご心配やご負担をお力、けし

の力をお借りしながら支蝿の質を維持してき 足よいような支躍の工支をしていく.

た

-隈られた聴買での対応になってしまってい

る.

2 
利用定員やこどもの状態等に対して、瞳慣の配置雷除適切である

O~も 100% 
-ご父兄の万qにご協力を1ftき拡がら宣揮を

環 力、. してこれましたこと大量ありがたく思うとと
筑

ちにご父兄の方.がご不安に思われてないよ

うは適切な瞳圃の配置人数を鳳います.
体

-聴聞の"が少ない中で見学の人の対応する
制

のは離しいと感じました.通コてきて下さる
聾

親子に到して十分に対応しきれず申し訳ない
鋼

た

生活空間，"，こどもにわがりやすく構造化された理境になっている -子どちトイレのスベスが旗いと感じるこ ー眠られた空間を有効'0使コてい吋るよう‘

3 白、.またー事誕所の紐備事事，"，陣畜制措に応仏バリアフリ 化 86~七 14'1も とがあるが‘時閣をずらす等工夫できるとこ 支揖の中で工夫していく.

や情報伝通帯、環境よの配-適切になされているか. る'"寅泊している

4 
生活空M'革、清潔で、心地よく過ご世る11.1.員にはっているか.ま

100% 。%
ー教材、玩具の消膏‘室内空間の常時挽賀、

た、こども温の活動に合わ世た空間となっているb'. 手すり蒋の消樽を徹底している

5 
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが留めら

nる理t寛に耳よっているか. 71% 29~も -支既ょの配慮として常に章旗している

今後定期間に話レ合つ時聞を股11ていく.

6 
量務直擦を進めるための PDCA廿イクル(自極歯定と盛り返り}

71% 29~も -偏りがち
に‘広く量買が.. 画しているが.

7 
保1I者向けE平価喪により冒保麗者等の憲向等を把橿する僧会を段け

ており‘その内容を灘務己主醤'0つなげている力、.
100% O~も

'‘ 瞳員閉め書見交慣の時聞がより持てるよう‘
務 職員の車見曹を把握する構会を置けており屯その内容を蹴務政暑に

500，も 50~も -巴喝の盛り返りの他、個別面民寺実施 モれが縄務'"暑に活力、世るよう、崎間作りを8 
己負 つなげているか.

償問する. • 第三者評価'"実施する.
第三者による外部l芋価を行い‘評'"結果を蝿揖故曹に・コ拡げている

67% 33'1も
-分力、らない

9 
h、. -注入評随員会等

.員研修It置をより明確に立てていく
聴買の蝿貨の向上を図るためにも研修を聖損する償金や法人内等で

57% 43% 
-子どちへの闘わり方‘あんずで働く中で大

10 
研修を開値する機会が確保されているか. 切ζょことを研惜して1ftきたいです.

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか . 100~も 0% 

e 新し直く入It聾Eのされ立る竃員め方もいるので、出 竃員研倍と連動さ世てDJTの中でスキJしアッ

個与のこどもに対してアセスメントを適切に行いz こどもと保護者
めて支 て方、どのよう思視点で見 ゴを図れるよう工夫していく.個別支掴肘E

のニーズや探題を客阻的に分析したよで、見直艶i墨支温計画を作庇 100~も O~も
ていくのh咽研修をして頂きたいです.私自 のモ=タリング会.. 等の時間確俣の工夫をし

12 
身も勉強さ世て1員きたいです. ていく.

しているか.
支橿計画作成の時聞が主主刀、な力、取りにくいと

思います.

児童尭遺支慢計画Eを作成する陣1こは、児置発退支揮官E里買任者だけ 今後志留置していく

13 でなく屯こどちの支lJ)'こ関わる聴員が共通理解の下で、こどちの置 1000，も O~も
曹の利益を考慮した横討が行われているが.

今後も留癒していく

14 
児量発遺室温計画が聴貝聞に共有され、計""こ沿った支捜が行われ

ているか.
100~も O~も

こどもの適応行動の按況を、標率化されたツ ルを用いたフ1 マ 跡事的な適切に活かされる記録作戚の在り方

15 んはアセスメントや、固有の行動盟主要はどち富むインフ芳一マルな 100% O~も 持を横討していく.

アセスメントを慣用する専により確認しているか.

兜量発温室温計画に{豆、児童尭違支担方イドラインの f児麗罪逮支 すべて満たしているのが、あんずの強bでは

慢の盛棋すべき支援』の『本人支援』、 『軍旗支IIJ、 『移行支 あるが、幅員に罰i里がい力、泣いような工夫を

適 16 盟」及び『出量支，.'地場連指』のねらい及び支団内容名踏まえな 100~も 0% 横Eせしていく.

切 がら R こどちの支慢に必要な項目が適切に股定され、その上で、異

は 体的高よ支盟内容が蹟宣されているか.
会



x 
働き方の範囲ち考慮しながら、チムアブ

i夏 ー正絹臓員が行っているが、パ トち確認
17 活動プログラムの立累をチームで行っている力、. 86% 14~七 ローチは大切にしていく.

の し‘ 1軍見は出している.

t是

供
‘子どもによっては、同心活動がいいことち

ある

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか. 100~も 00，も
1 吏慢の流れは変えず、子どもが見過しを持

ちやすい内容に留置しながら多彩なメニュー

にしている

メユーは定でもアレンジがされている

19 
こどもの状況に応じて‘個別活動と蝦団活動をi車室組み合ね包τ児

100~も O~も
量発遼支慢計画を作成し、支援が行われているか.

支盟問拍車"には瞳貝聞で必ず打合ぜを行い‘その日行われる支揮の 大切な時間なので、しっかり打ち合わ世がで

20 内容や役割分担について確認し、チームで連携して支出を行コてい 86% 14% 
-毎日実施

きるよう、時間奮理等工夫していく.

るか.
準備に追われ、確認しきれない目ちある

21 
支援終了後には、聴員聞で必ず打合世を行い、その臼行われた支埋

の伝り返りを行い、気付いた点寺を共有しているか.
100% O~も 唱毎日実施

22 
白々の支揮に関して記録をとるごとを楓底し、支揮の横".改善に

つほげているか.
1000，も O~也 ー毎日実施

23 
定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性

1000，も 0% 
を判断し、適切な見直レを行っているか.

24 陣に否‘そ児の相こ民ど支ち担の事状損況所をのよサくーE輔ビ導スし担た当者者が会重要i画置やし関て係い機る関かと.の会謹 100~も O~も

地f量の保健、医擁{主治医や協力医擁機関等)屯陣苔福祉、保育、
1000，も 0% 25 

教育等の関係機関と浬憎して支慢を行う体制を整えているか.

併行利用やZ針71ζ向けた豆躍を行うなど‘インクル ラヨン推進の

26 
観痛から支援を行っているか.また、その際、保育所や認定こども

100~も 00，七
圏、幼稚園、特別互援字肢(幼稚剖}等との聞で、支盟内苔等の情報

共有と相E理解を回っているか.

27 
就学時の移行の際に1草、小学絞や特'"支虚字担(小学部}との聞で、

100与も O~も
支揖内容等の情報共有と梱E理解を図っているか.

関

係
(28~30f草、センターのみ回否1

機 28 1000，も O~も
ー市内の児童発達支盟事損所で協議舎を実

関
地場IJ)他の児童発達支埠センターや陣畜児通所支援事業所等と浬i莞 随.情報交挽等を行っている

や
を図り、地1量全体の貨の向ょに損する取組等を行っているか.

保

撞 質の向よを図るため、樋極的に専門事や事門機関尊から助置を受け
100~も 00，も29 

たり、聴員を外部研修に普加さ世ているが.者

と

の {自立支援)協議会こどち剖会や地域の子どち ー子育て会斑寺川轟極
100~も 00，も ーとども部会部会畏、実務者会撞に替加30 

連 的に害事加しているか.

銀

(311ct.事議所のみ図書]

31 
地埠の児童発達支援センターとの連援を図り、必要に応じてスー

パーパイズや助言等を受ける機会を盤けているか .

右手い
保育所や認定こどち圏、幼稚園等との交lRや屯地場の中で砲のこど

750，も 25~も -在箱児の95怖が幼稚盤、保育所と併用して32 
ちと活動する機会があるか.

いる為抽会は多い

日頃力、らとどちの状況を保量者と伝え合い‘とどちの尭遣の状況や
100~も O~も

親子通園であるため、日常的な話し合いl手
33 
謀姐について共通理解を持っているか. できる

車庫の対応力の向よを図る智』から、家族に対して家族支盟ゴログ

34 ラム(ペアレント ・トレーニング等)や家旗等の害加できる研修の機 80% 200，も 同よ

会や情報提供等を行っτいるか.
職員研修の充実

運宮規程、支援プログラム、利用者負担等1ごついて7軍な説明を
86')も 14~も

-資料はちらラが、各自目を通すのみで分力、

35 
ら主主いものもある.(時聞がとれない)行コているか.

児童発達支僅計画を作成する際に{豆、こどもや保揮者の意思の尊

36 重‘こどちの畢曹の利益の僅先考慮のIJ'J長を踏まえて、こど五や京 1000，も 0')も
脹の意向を櫨認する機会を股けているか .

I児童発達支援ttiljJを示しながら支』車内容の説明を行い、保護者
100~も 00，も37 

から児童発達支盟計画の同置を禍ているか.



38 
定期的に、家脹等がらの子育ての悩み等に対する椙践に適切に応

じ、面接や必要な助言と支援を行っているか. 100"'も Oqも

保
父母の会の活動を支躍することや、保護者会等を開倍する等によ -親子通閣の強み‘メリットを活かした、 家

護
り、保護者同士で交涜する機会主股ける等の支握をしているか.ま

‘父国の会はない.親子通園により保蹟者同
族支揮をより充実さ世ていけるよう話し合つ

者 39 57% 33"'も 土の交清は毎回あり.夏休ゐ等きょうだいが
た、きょうだい同士で交濯する機会を誼ける等の支狸をしている てし1く.

へ
力、.

一緒{こ来ることで交置の機会あり

の

鋭
こどちゃ保護者からの相談や申入れ10ついて、対応の体制を整備す

明
40 るととちに、こどちゃ保績者に周知し、相訪や申入れがあった場合 100q七 0"'も

等
に迅速がつ適切に対応しているが.

定期的に通信等を発行することや、 HPやSNS寄を活用するとと10

41 より、活動観要や行事予定、連絡体制等の情報を己どもや保撞者lζ 100% 0"'も -圏だよりを旬月発行、 HP掲蹴

対して発信しているか.

42 個人情報の取担いに十分留意しているか. 100% 0% 

43 
障害のあるごどもや保理者との意思の配置や情報伝達のための配慮

100% 001も
をしているが.

事難所の行事に地場住民を招待する号、地1或に開力、れた事誕運営を
-あんずではないが、本部で行っている{みの コロナ禍で中断してしまった、お祭り10つい

44 50"'も 4001も り祭} て‘取り組みの必要性や日常損務とのパラン
図っτいるが.

-コロナ以降むず力、しい スを再横討していく.

事故防止マ_iア'Jl，..，緊急時対応マ三ユアル‘防犯マ三ユアル‘感

45 染症対応マニ1アJC等を策定し、職員や家脹等に周知するととも 100"'も 001も -机上の目'1練が多い

に、発生を想定した訓練を実施しているか.

46 
革量務継続計画 (BCP)を撮定するととちに、非常災害の発生に偏

え、定期的に避灘屯救出モの他必要な副11練を行っているか. 100"'も 001も

事前I乙服薬や予防掻極、てんがん発作等のこどもの状況を確認し
10001も 0"'も47 

ているか.

48 
食物アレルギーのあるとどもについて、医師の掲示置に基づく対応

10001も Oqも ー保謹書力、らの申し出による
事F

がされているか.
常

時
安全計画を作成し、安全官理に必要な研修や副11棟、その他必要主計首

等 49 
置を講じる等、安全管理が十分された申で支.. が行われているか.

100% Oqも
の

)j 

応
こどちの安全確保に聞して‘家族等との連慌b唱ヨられるよう、安全

100% 0"'も50 
計画10基づく取組内容について、家族等へ周知しているが .

ヒヤリハットを事誕所内で共有し k 再発防止に向けた方議lごついて
100% 0"'も51 

横討をしているか.

膚待を防止するため、聴員の研修機会を確保する等、適切な対応を
100"'も 001も52 

しているか.

どのような場合にやむを樽ず身体拘束を行ラ力、について、組織的に 担当者はいない

決定し、こど壱や保揮者に事前に十分に説明し了解を得たよで、児 57% 33"'も
，分がらない

53 
脹当なし

量発達支援計画に記魁しているか.


